
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年の厚生労働省の調べで、朝食を毎日食べる中学生の割合は 82.3％、あまり食べていない・ 

食べていない割合は 6.9％という結果が出ています。2022 年には、毎日食べるは 79.3％、あまり食べ 

ていない・食べていないは 8.1％となっています。欠食率が近年高まっている傾向が見受けられます。 

理由としては、「夜食をしっかり食べてしまう。夜遅くまで起きて、寝起きが悪い。食欲がわかない。」 

などですが、できれば少し早めに起きて食べてから登校した方が、頭の働きも良くなり、健康維持、 

増進のため、基本的な食生活は大切だと思います。 

 

     

 

 

 

 

 

 

給食のお米は、普段は無洗米「ひとめぼれ 100％特別栽培米」を出しています。荒川区では、 

学校給食内容の充実及び保護者の負担軽減を図るため、１人１回当たりの米飯給食使用量 

（中学校 115ｇ）44回分（米飯給食の 1/3 相当量にあたる）を現物給付しています。         

4 月、11 月、12 月、1月、2月に出しているのですが、その時は「岩手県産ひとめぼれ減農薬 

栽培米（令和 5年度産）」を出しています。 
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